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ワーク・ライフ・バランスってな
に?
こ
れ
ま
で
多
く
の
職
場
で
は

仕
事
を
優
先
し
て
長
時
間
働
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
男
性
は
家
庭
に
か
か
わ
れ
な
か
っ
た
り
、

子
ど
も
の
い
る
女
性
は
働
き
続
け
る
こ
と
が

困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、

若
い
世
代
を
中
心
に
、
仕
事
も
大
事
だ
け
れ
ど

自
分
の
生
活
も
大
切
に
し
て
働
き
た
い
と
い
う
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
い
ま
、
こ
の
よ
う
な

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）」

の
と
れ
た
働
き
方
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に

「
仕
事
」と「
生
活
」の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

生
き
方
に
つ
い
て
探
っ
て
み
ま
し
た
。

�生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度

理
想
は

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」

し
か
し
、
現
実
は

「
仕
事
優
先
」
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「家庭生活」と 
「地域・個人の生活」優先 

「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」優先 男性のうち、「仕事を優
先したい」という人はわ
ずか3.2％。しかし、現実
には62.2％の人が仕事を
優先。一方、女性のうち、
「家庭生活を優先したい」
という人は18.3％。しか
し、現実には30.2％が家
庭を優先。

地域  
◆男女がともに地域活動へ参加できる 
◆様々な年代の人との交流がはかれる 

◆地域の活性化につながる 

個人の生活  
◆女性も働き続けやすくなる 

◆男性も家事・育児・介護に参加できる 
◆家族団欒、休養・健康維持の時間がもてる 
◆自己啓発、生涯学習、趣味の時間がもてる 

 

企業  
◆仕事の意欲や満足度がアップ 
◆多様で優秀な人材の確保できる 
◆生産性や売上げが向上 

◆残業代などのコストが削減 
◆従業員の心身の健康が保持できる 
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「
仕
事
」
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。
同
じ
く
家
事
・
育
児
・

介
護
や
余
暇
な
ど
の
「
生
活
」
も
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で

す
。「
仕
事
と
生
活
」、
こ
の
二
つ
が
充

実
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
人
は
い
き
い
き

と
生
き
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、
仕
事
、
家
庭
、
地
域
な
ど
の

様
々
な
活
動
に
お
い
て
、
自
ら
の
希

望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
自
分
の
生
き
方
を

実
現
で
き
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
前
頁
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
、
男
性
は

「
仕
事
中
心
」
の
、
女
性
は
「
家
庭
中

心
」
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
の
状
況
を
み
る
と
、
少

子
・
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減

少
、
経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
仕
事
中
心
の
生
き
方
や
働
き

方
で
は
、
企
業
や
社
会
そ
の
も
の
が
維

持
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る
の

が
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
を
は
か

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
考
え
方
な
の
で
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
に
限
り
ま
せ

ん
。
既
婚
・
未
婚
、
年
齢
に
関
係
な

く
、
誰
も
が
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
は
か
れ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
あ
る
時

期
は
仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
あ
る
時

期
は
子
育
て
や
介
護
、
ま
た
は
趣
味

や
自
己
啓
発
、
地
域
活
動
や
健
康
維

持
の
た
め
の
時
間
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
働
き
方
を
見

直
す
こ
と
が
必
要
で
、
企
業
の
取
り

組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
働
き
方
の
見

直
し
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
優
秀
な
人

材
を
確
保
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
社
員

の
満
足
度
が
仕
事
へ
の
意
欲
に
結
び

つ
き
、
業
績
の
向
上
が
は
か
れ
ま
す
。

企
業
が
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を
十
分

に
活
用
し
、
生
産
性
の
高
い
働
き
方

に
転
換
す
れ
ば
、
社
会
の
活
力
向
上

に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
最
近
で
は
、

経
営
戦
力
の
一
つ
と
し
て
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
効
率

の
よ
い
働
き
方
を
す
る
こ
と
で
、
個
人

の
生
活
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
希
薄

と
な
っ
た
地
域
社
会
に
も
活
力
を
も
た

ら
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
は
個
人
の
生
活
だ
け
で
な
く
、
企

業
や
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
こ
と
な
の
で
す
。

長
時
間
働
い
て
い
れ
ば
、
人
々
の

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
た
時
代
は
終
わ

り
を
迎
え
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

ど
ん
な
働
き
方
、
生
き
方
を
し
た
い
の

か
、
見
つ
め
な
お
す
時
期
に
き
て
い
る

の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
、
自
ら
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

資料：内閣府「仕事と生活の調和（ワーク・ライ
フ・バランス）に関する意識調査」（2008
年8月）より※対象／全国20歳以上60歳
未満の男女2,500人

な
ぜ
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
必
要
？

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
社
会
に
向
け
て5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

■一般労働者の 
年間総実労働時間 

●パートタイム労働者の 
年間総実労働時間 
●パートタイム労働者の 
年間総実労働時間 
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仕事と生活の両立が
困難な社会の状況

資料：厚生労働省「毎月勤労統計調査」より※事務所規模30人以上

�一般労働者とパートタイム労働者の
年間総実労働時間

パートタイム以外の労働者が増加する一方、正社員の
労働時間は長くなる傾向に。男性の長時間労働のために、
女性は家庭を優先せざるをえない。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

企
業
に
と
っ
て
も
有
益

優秀な人材が辞めないですむ 

優秀な人材を採用できる 

支援を受けた従業員の会社への忠誠心が高まり、 
子育て復帰後、貢献が期待できる 

従業員一般の労働意欲が向上する 

一時的に休みを取る従業員が増えることは、 
これまでの仕事の進め方を見直す契機となる 

従業員が仕事と育児の両立に取り組む中で 
時間の管理がうまくなる 

育児経験や生活者の視点がビジネスに役立つ 

そのほか 
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資料：（株）富士通総研「中小企業の両立支援に関する企業調査」（「中小企業白書」平成18年）より

多くの企業が仕事と
育児の両立支援により、
優秀な人材を確保でき
ると評価。また育児休
業が利用されることに
より「仕事の進め方に
ついて職場で見直すき
っかけとなった」など
プラスの評価が多い。

�仕事と育児の両立を支援する取り組みが企業業績
に与えるプラス面




